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本文上にあります単語からです。三行書かれています。並べると何らかの意味が。

① fdaumaas aadaumk dapaadar kdaumkb
良い家が定まり 幾らかの家の後の多い農地 後は家を守る

② kdaumttkdak bqaadaaasb bqaasb saasb saumkb
後に家が集まる方向固く古い他も発展古い発展は集まり発展指導者は守る

③ daqaatdar bfaadaum sbqaaaum aadak fadaraum
自立農地を加え 新しい家 国に小さな兆し 幾らか強く遠い農地の希望

本文は次の通りです。

fasttbab batdapab nadaftdasb qadadar dar aadar dafttb sand nadaqdazib
遠くへやり集める方法や沢山の方法に従ったナダフトダ国は水の少ない農地だった。
土地や幾らかの農地は貧しい国の国土で自立できなかった人だった。

kdar aattb sair aum aatdaum nadadaumb aadaum aattb nadaqtdaum aadafdaumk
後に農地に国を設け、日光の希望で家を増やした。小さく無いが家が狭い国は
幾らかの家に国を設け、無統治の家や幾らか豊かな家が続いた。
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bqttdaum aadaum aatsb ttdakttdak battb daqtdaum aatk daqtdar daqtdaum sb
古い集めた家に家を追加し人を増やした。次々と強く集めた。
多くの国は統治家で、幾らかの方向は統治農地や統治家の国だった。

badaqatb badaum qaatdaum nadaqtdaum daqaum aaaum aadafdar aakb kdaumfab
契約の水の国は軒並み小さく家を加え無統治家となった。
自立家の幾らかの家は他の良い農地で幾らか維持し、後に家は遠い人となった。

fdaaatda k daum aatda aattdar dasaisb qadas ba aadas nadaqtdaum kaum
豊かな支配は沢山だったが、後に家は幾らか多く加えられた。
農地はダスアイ国で水の出入りに従い幾らかの出入りは無統治の家の領地だった。

kaid aatdaqtdak aadaqab aadafatb qttdasb aadaqaaadar aaqatb sar
中央は統治を強め、幾らかの費用を幾らか大きな国にかけた。
クツツダ国は他の切り離した農地を国から離したボスだった。

baatdaqb badaqttkb nadaqttb aadaqtdaum kdaraumdaaumb aatdar daum aadaqaar
纏められた支配は自立に従った集まりを守り、統治の無い国や幾らか統治の家では
後は農地希望は小さな人々で、農地を加えた家は幾らか費用の土地だった。

kdaraum daqdar daum aadab umb arardab daqar aatttaum aatdaqtdaum dartb
後に農地希望で自立農地の家が幾らかの人や色々な人になった。次々と土地の人々に
自立地に希望が集まり統治家を加え農地が国になった。

sand aatqb aadarb
国土に地域を加えた。他の周りの人も。


